
環境保全措置：ビオトープの整備 48

・ヨシやカサスゲが主に生育。
・一部ヤナギ低木が分布。
・場所によっては陸域化が進行。

■花ノ沢ビオトープ 規模が最大のビオトープ

▲現在の様子

▼改修・整備イメージ

水辺・樹林間の移動
（サンショウウオ類の成体生息環境）

樹冠を連続・近接させる緑地の配置
（小型の鳥類や哺乳類が移動しやすい）

止水環境
（サンショウウオ類

の産卵環境）

流水環境
（ホトケドジョウ

等生息環境）
流水環境

（ゲンジボタル、スジグロ
ボタル等生息環境）

ヤナギ低木林
ハンノキ林等

（食草、小型鳥類、哺乳類
等の移動経路）

湿地性の植物の移植地
（ノダイオウ、オオニガナ）

遊歩道
（観察機会の創出）

周辺樹林では林内整備により
以下の種の生息生育環境を創出
・カラ類等鳥類
・サンショウウオ類等林床を利用する小動物
・早春植物（カタクリ等）


